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特
集  

島
か
ら
考
え
る
日
本
・
Ⅵ

　
数
あ
る
離
島
の
定
住
条
件
の
な
か
で
も
、
診
療
機
関
の

不
足
や
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
偏
在
、医
行
為
に
関
わ
る
制

限
、緊
急
搬
送
体
制
の
構
築
な
ど
、医
療
環
境
の
確
保
に
関

連
す
る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　
他
方
、総
合
診
療
専
門
医
の
育
成
制
度
の
創
設
、オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
や
処
方
な
ど
の
規
制
緩
和
、
医
師
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
相
互
支
援
や
ド
ロ
ー
ン
で
の
調
剤
薬

の
輸
送
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
解

決
が
難
し
か
っ
た
離
島
医
療
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

　
離
島
の
特
徴
と
現
況
、
地
域
医
療
の
振
興
の
潮
流
を
踏

ま
え
て
、こ
れ
か
ら
の
離
島
医
療
と
地
域
づ
く
り
は
い
か
に

あ
る
べ
き
か
―
―
。
本
号
で
は
、離
島
医
療
の
最
前
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、現
場
の
実
情
や
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。
加
え
て
、遠
隔
医
療
や
医
師
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
実
験
な

ど
、近
い
将
来
、離
島
医
療
の
諸
課
題
の
解
決
に
資
す
る
で

あ
ろ
う
新
技
術
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
概
説
い
た
だ
い
た
。
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の
卒
業
生
は
義
務
を

履
行
し
、
義
務
期
間

後
も
長
く
地
域
に
定

着
し
て
い
る
例
も
珍

し
く
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
自
治
医

大
卒
業
生
は
、
へ
き

地
・
離
島
な
ど
の
地

域
医
療
の
現
場
で
苦

悩
し
、
学
び
、
そ
し

て
今
あ
る
べ
き
地
域

医
療
の
概
念
を
形
成

し
つ
つ
あ
る
。
地
域

医
療
振
興
協
会
は
そ
の
一
つ
の
成
果
で
あ
り
、
卒
業
生
が
中
心
と
な

っ
て
運
営
す
る
地
域
医
療
を
支
え
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

へ
き
地
・
離
島
医
療
を
支
え
る

自
治
医
科
大
学
と
地
域
医
療
振
興
協
会

　

筆
者
は
、
自
治
医
科
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
現
在
、
公
益
社
団

法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
で
活
動
し
て
い
る
。
自
治
医
科
大
学
は
、

へ
き
地
・
離
島
な
ど
過
疎
地
域
の
医
療
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
に
設
立
さ
れ
た
大
学
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
開
学
時
か
ら
特

に
そ
う
い
っ
た
地
域
の
医
師
に
対
す
る
特
別
な
教
育
が
準
備
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
都
道
府
県
ご
と
に
選
抜
さ
れ
た
学
生
に
対
し

て
一
律
奨
学
金
制
度
を
適
用
し
、
一
定
期
間
地
域
医
療
に
従
事
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
（
註
１
）
こ
と
で
、
地
域
に
従
事
す
る
医
師
を

確
保
し
よ
う
と
い
う
言
わ
ば
社
会
実
験
と
も
い
え
る
試
み
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
そ
ん
な
仕
組
み
は
失
敗
に
終
わ
る
だ
ろ
う
、
多
く
の
卒
業

生
は
貸
与
金
だ
け
返
し
て
へ
き
地
へ
は
行
か
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
っ

た
否
定
的
な
報
道
が
目
立
っ
た
が
、
そ
の
予
想
を
覆
し
、
ほ
と
ん
ど

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
地
域
医
療
研
究
所
所
長　

山
田 

隆
司

日
本
の
医
療
の
あ
り
方
に

　

 
示
唆
を
与
え
る
離
島
医
療

基
調
報
告

表1  自治医科大学医学部卒業生のへき地・離島等の勤務・開業状況（令和2年7月1日現在）　　 単位：人

区 分 へき地等 へき地等
以外 合 計 割 合

へき地等の勤務・開業の内訳

へき地指定 へき地医療
拠点病院過 疎 山 村 離 島 特別豪雪

勤 務

病 院 1012 1172 2184 58.7% 516 163 51 104 749
診療所 232 228 460 12.4% 197 128 48 23
行 政 3 109 112 3.0% 2 1
大 学 21 392 413 11.1% 2 19
研究所等 4 62 66 1.8% 3 2 1
小 計 1272 1963 3235 87.0% 720 293 99 129 768

開 業 83 ※ 401 484 13.0% 64 15 1 20
合 計 1355 2364 3719 100% 784 308 100 149 768
割 合 36.4% 63.6% 100% 21.1% 8.3% 2.7% 4.0% 20.7%

※共同開業含む
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①
神
津
島
村
―
―�

三
六
五
日
、
全
世
代
の
す
べ
て
の
診
療
科
に

対
応
す
る
医
師

　

人
口
約
一
九
〇
〇
人
弱
の
神
津
島
に
二
名
体
制
の
有
床
診
療
所
が

開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
名
は
東
京
都
自
治
医
大
卒
業
医
師
、

も
う
一
人
は
地
域
医
療
振
興
協
会
か
ら
の
派
遣
医
師
で
あ
る
。

　

島
内
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
は
何
か
あ
れ
ば

診
療
所
を
受
診
す
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
医
師
は
、
小
児
か
ら
老

人
ま
で
、
風
邪
や
湿
疹
と
い
っ
た
軽
症
の
も
の
か
ら
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
管
理
、
ま
た
は
突
発
的
に
発
生
す
る
心
筋
梗

塞
、
脳
卒
中
、
重
度
外
傷
ま
で
、
す
べ
て
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
二
四
時

間
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
島
の
医
師
に
は
、
何
ら
か
の
専
門
性
が

求
め
ら
れ
る
訳
で
は

な
く
、
む
し
ろ
幅
広

い
健
康
問
題
に
対
応

で
き
る
、
総
合
的
な

臨
床
能
力
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
い
え

る
。

　

診
療
所
に
は
、
人

工
透
析
室
が
併
設
さ

れ
、
現
在
も
数
名
の

透
析
患
者
が
継
続
的

に
受
療
し
て
お
り
、

　

本
稿
で
は
、
多
く
の
卒
業
生
の
離
島
医
療
に
関
す
る
実
績
を
も
と

に
、
筆
者
自
身
の
体
験
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
離
島
医
療
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
き
た
い
。

東
京
・
鹿
児
島
・
沖
縄
の
離
島
医
療
の
現
況　

※
特
集
記
事
（
Ｐ
32
～
、Ｐ
71
～
、Ｐ
78
～
）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

●
医
師
の
負
担
が
大
き
い
東
京
の
離
島
医
療　

　

東
京
都
伊
豆
諸
島
に
は
大
島
、
利と

島
、
新に
い

島
、
式し
き

根ね

島
、
神こ
う

津づ

島
、

三
宅
島
、
御み

蔵く
ら

島
、
青
ヶ
島
に
診
療
所
が
、
八
丈
島
に
病
院
が
開
設

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
笠
原
諸
島
に
は
父
島
、
母
島
に
そ
れ
ぞ
れ

診
療
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
医
療
機
関
の
医
師
確
保
は

困
窮
を
極
め
て
お
り
、
こ
れ
を
担
保
す
る
た
め
に
東
京
都
に
へ
き
地

医
療
対
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
都
内
医
科
大
学
や
日
本
赤
十
字
社
、

地
域
医
療
振
興
協
会
な
ど
が
協
力
機
関
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
離
島
の
医
療
機
関
の
医
師
確
保
は
、
お
お
む
ね
以
下
の
三

種
類
の
方
法
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。

•
各
離
島
の
地
方
自
治
体
が
独
自
に
採
用
す
る
も
の

•�

東
京
都
へ
き
地
医
療
対
策
協
議
会
に
参
加
す
る
大
学
な
ど
の
医
療

機
関
が
派
遣
す
る
も
の

•
義
務
年
限
内
自
治
医
大
卒
業
医
師

　

上
記
の
中
で
、
自
治
医
大
卒
業
生
は
お
お
む
ね
一
〇
名
ほ
ど
が
義

務
年
限
の
履
行
と
し
て
お
も
に
小
規
模
離
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
る

（
表
２
参
照
）。
以
下
で
は
、
こ
の
う
ち
神
津
島
村
お
よ
び
小
笠
原
村

の
医
療
体
制
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

特集　島から考える日本・Ⅵ

表2  東京の離島に勤務する医師数　　 　    単位：人

医師数 うち自治医大
卒業医師

伊豆諸島

大島医療センター 6 0
利島村診療所 1 1
新島（本村）診療所 3 0
式根島診療所 1 1
神津島村診療所 2 1
三宅村中央診療所 3 2
御蔵島村診療所 1 1
町立八丈病院 7 0
青ヶ島診療所 1 1

小笠原諸島
小笠原村（父島）診療所 3 1
母島診療所 1 1
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そ
の
管
理
を
医
師
が
行
な
っ
て
い
る
。
島
内
に
分
娩
で
き
る
施
設
は

な
い
が
、
年
間
二
〇
人
弱
の
島
外
で
の
出
産
が
あ
り
、
診
療
所
で
は

お
お
む
ね
三
六
週
ま
で
の
妊
産
婦
管
理
も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介

護
施
設
と
し
て
小
規
模
特
養
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
嘱
託
医
師
と
し

て
の
役
割
も
担
う
。

　

つ
ま
り
二
人
の
医
師
は
、
三
六
五
日
交
代
で
時
間
外
の
オ
ン
コ
ー

ル
を
担
当
し
て
お
り
、
全
世
代
、
す
べ
て
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
医

療
ニ
ー
ズ
に
切
れ
目
な
く
対
応
し
、
予
防
接
種
や
健
康
診
断
な
ど
保

健
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る
い
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
も
幅
広
く
関

わ
り
を
持
っ
て
勤
務
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

②
小
笠
原
村
―
―
自
衛
隊
に
支
え
ら
れ
た
救
急
搬
送

　

父
島
（
人
口
二
一
二
四
人
）、
母
島
（
同
四
四
五
人
）
の
診
療
所
に

そ
れ
ぞ
れ
医
師
三
名
、
一
名
が
従
事
し
て
い
る
。
父
島
の
診
療
所

に
は
、
介
護
施
設
が
併
設
さ
れ
、
要
介
護
者
に
対
す
る
短
期
入
所
、

通
所
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

　

小
笠
原
村
は
東
京
本
土
か
ら
南
へ
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
飛
行
場
は
な
く
、
公
共
交
通
機
関
は
片
道
二
四
時
間
か
か

る
貨
客
船
の
み
で
あ
る
。
救
急
搬
送
に
関
し
て
は
、
本
土
か
ら
直

接
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
行
で
き
る
距
離
を
超
え
て
お
り
、
現
在
、

自
衛
隊
の
飛
行
艇
、
ま
た
は
航
空
自
衛
隊
基
地
の
あ
る
硫
黄
島
経

由
で
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
搬
送
と
い
う
、
自
衛
隊
に
よ
る
い
わ
ば
超

法
規
的
措
置
の
も
と
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
医
師
は
、
救
急
搬
送

が
必
要
だ
と
判
断
す
る
と
、
自
ら
都
内
の
受
け
入
れ
先
病
院
を
手

配
し
、
同
時
に
東
京
都
に
対
し
て
搬
送
要
請
を
行
な
う
。
要
請
を
受

け
た
都
は
、
そ
の
都
度
海
上
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
請
、
こ
れ
ら

手
続
き
を
踏
ま
え
た
上
で
自
衛
隊
機
が
使
用
さ
れ
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

要
請
か
ら
病
院
ま
で
の
収
容
は
、
六
時
間
以
上
（
平
均
で
九
時
間
程
度
）

を
要
し
て
お
り
、
救
急
搬
送
と
い
え
ど
も
数
時
間
は
島
内
で
の
初
期

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
医
療
設
備
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
病
状
の
進
行
が
予
測
し

づ
ら
い
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
救
急
搬
送
を
決
断
す
る
医
師
に
か
か

る
負
担
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
診
療
所
医
師
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
よ
う
な
、
救
急
搬
送
の
シ
ス
テ
ム
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

母島診療所。

父島での飛行艇による救急搬送。
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定
期
船
を
利
用
し
た
巡
回
診
療
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
医
師
不
在
の

間
は
、
看
護
師
が
島
々
の
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
巡
回
診
療
は
、
非

効
率
な
面
も
あ
り
、
例
え
ば
悪
石
島
の
場
合
、
半
日
の
診
療
に
移
動

を
含
め
て
二
日
半
ほ
ど
要
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
悪
石
島
に

は
看
護
師
が
常
駐
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

鹿
児
島
日
赤
病
院
の
医
師
に
直
接
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
る
。

　

島
で
終
末
期
ま
で
過
ご
す
住
民
も
少
な
く
な
い
が
、
島
内
で
の
看

取
り
は
未
だ
困
難
な
こ
と
が
多
く
、
死
亡
時
に
死
体
検
案
（
医
学
的

な
死
亡
の
事
実
確
認
）
と
な
っ
て
、
遺
体
を
鹿
児
島
ま
で
搬
送
せ
ざ
る

を
得
な
い
事
例
も
み
ら
れ
る
。

　
●
沖
縄
に
お
け
る
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
の
活
用

　

沖
縄
県
内
に
は
、
東
西
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
〇
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
い
海
域
に
一
六
〇
の
島
々
が
点
在
す
る
。
う
ち

三
九
が
有
人
離
島
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
離
島
で
あ
る
。
人

口
規
模
の
大
き
な
宮
古
島
（
県
立
宮
古
病
院
）、
石
垣
島
（
県
立
八
重
山

病
院
）、
久
米
島
（
公
立
久
米
島
病
院
）
に
は
公
立
の
病
院
が
あ
り
、
人

口
が
三
〇
〇
人
以
上
あ
る
二
〇
島
に
お
お
む
ね
医
師
一
名
体
制
の
診

療
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
与
那
国
診
療
所
に
つ
い
て
は

平
成
二
三
年
よ
り
、
公
立
久
米
島
病
院
は
翌
二
四
年
よ
り
、
地
域
医

療
振
興
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
県
の
救
急
搬
送
は
、
三
つ
の
離
島
エ
リ
ア
に
応
じ
て
担
当
す

る
本
島
の
病
院
群
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、
離
島
の
医
師
が
搬
送

の
必
要
性
を
判
断
し
た
際
に
は
、
曜
日
に
応
じ
て
自
動
的
に
搬
送
先

●
巡
回
診
療
に
頼
る
鹿
児
島
の
小
規
模
離
島

　

三み

島し
ま

村
（
竹
島
、
硫
黄
島
、
黒
島
）
は
、
三
島
合
わ
せ
て
人
口
約

四
〇
〇
人
程
度
の
自
治
体
で
あ
る
。
三
つ
の
島
々
を
、
義
務
年
限
内

自
治
医
大
卒
業
生
二
名
が
鹿
児
島
を
拠
点
に
巡
回
し
て
診
療
に
あ
た

っ
て
い
る
。

　

十と

島し
ま

村
は
、
口
之
島
、
中
之
島
、
諏す

訪わ

之の

瀬せ

島
、
平
た
い
ら

島
、
悪あ
く

石せ
き

島
、

小
宝
島
、
宝
島
の
七
つ
の
有
人
離
島
と
五
つ
の
無
人
島
か
ら
な
っ
て

い
る
。
各
有
人
離
島
の
人
口
は
、
お
よ
そ
五
〇
人
か
ら
最
大
で

一
五
〇
人
程
度
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
医
師
は
常
駐
し
て
い
な
い
。
鹿

児
島
日
赤
病
院
か
ら
自
治
医
大
卒
業
医
師
に
よ
る
月
に
一
回
程
度
の

特集　島から考える日本・Ⅵ

十島村の住民生活を支えるフェリーとしま2。

表3  三島村・十島村の医療体制  

三島村
（竹島・硫黄島・黒島）

十島村
（有人7島）

人 　口 約400人 約640人

鹿児島市までの所要
時間（定期船片道） 3 ～ 6時間 6 ～ 13時間

医療体制 ２名の医師が鹿児島
を拠点に巡回診療

鹿児島日赤病院
より巡回診療
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が
割
り
振
ら
れ
る
こ
と
で
医
師
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
現
在
、

緊
急
搬
送
は
お
も
に
海
上
保
安
庁
に
よ
る
ヘ
リ
搬
送
が
主
体
で
あ
る

が
、
患
者
の
容
態
に
合
わ
せ
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
悪
天
候
時
の
自
衛

隊
、
ま
た
は
民
間
ヘ
リ
の
利
用
な
ど
選
択
肢
も
増
え
て
い
る
。

　

沖
縄
県
庁
内
に
へ
き
地
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
も
地
域
医
療
振
興
協
会
が
事
業
（
ゆ
い
ま
ー
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
註

２
）
を
受
託
、
短
期
の
代
診
医
派
遣
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

離
島
医
療
の
新
し
い
試
み

●
離
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
三
重
県
鳥
羽
市
）

　

鳥
羽
市
に
は
答と
う

志し

島
、
菅す
が

島
、
神
島
、
坂
手
島
の
四
つ
の
有
人
離

島
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
診
療
所
が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
各
診
療
所
間
の
交
流
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
医
師
確
保
が
困
難
に
な

っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
自
治
医
大
卒
業

生
で
あ
る
神
島
診
療
所
の
小
泉
圭
吾
医

師
が
中
心
と
な
り
、
診
療
所
医
師
同
士

の
交
流
が
図
ら
れ
、
診
療
機
能
継
続
に

貢
献
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
本
土
側
に
離
島
診
療

所
の
中
核
的
な
施
設
（
離
島
医
療
セ
ン
タ

ー
）
を
開
設
し
、
そ
こ
か
ら
各
離
島
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ぶ
計
画
「
バ
ー
チ
ャ

ル
離
島
病
院
構
想
（
註
３
）」
を
進
め
て

い
る
。

●�

離
島
を
巻
き
込
ん
だ
研
修
シ
ス
テ
ム

の
構
築
（
山
口
県
萩
市
）

※
特
集
記
事
（
Ｐ
53
～
）
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

山
口
県
で
は
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

が
基
幹
と
な
っ
て
、
総
合
診
療
研
修
プ

ゆいまーるプロジェクトのウェブサイト。

萩市相島での取り組み。
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ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
現
在
、
自
治
医
大
卒
業
医
師
は
、
原

則
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
り
研
修
を
進
め
て
い
る
。
基
本
領
域
と
し

て
、
総
合
診
療
し
か
選
べ
な
い
と
い
う
不
自
由
さ
は
あ
る
も
の
の
、

義
務
年
限
終
了
後
を
見
据
え
て
他
科
に
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ

と
も
可
能
な
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
卒
業
生
が
同
一

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
不
公
平
感
を
な
く
し
、

か
つ
離
島
な
ど
の
勤
務
を
研
修
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
一
定

の
医
師
確
保
を
可
能
と
し
て
い
る
点
が
優
れ
て
い
る
。

　

医
師
不
足
地
域
で
は
、
研
修
の
指
導
体
制
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
不
利
益

を
解
消
し
て
い
る
。
多
く
の
医
師
が
へ
き
地
や
離
島
な
ど
の
地
域
医

療
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
へ
き
地
・
離
島
医
療
の
数
的
・
質
的
改
善

を
図
っ
て
い
る
。

離
島
医
療
の
向
上
に
向
け
て

●
総
合
診
療
医
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
場
と
し
て

　

二
〇
一
八
年
度
よ
り
新
し
い
専
門
医
制
度
（
註
４
）
が
始
ま
り
、

そ
の
中
で
一
九
番
目
の
基
本
領
域
と
し
て
新
た
に
総
合
診
療
が
認
め

ら
れ
た
。
こ
れ
は
今
後
の
変
わ
り
ゆ
く
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、「
幅
広
い
視
野
で
患
者
と
地
域
を
診
る
医
師
」

の
育
成
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
専
門
医
が

消
化
器
・
循
環
器
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
な
ど
、
診
療
す
る
領
域
を

臓
器
や
性
別
・
年
代
な
ど
で
一
つ
の
分
野
に
特
定
す
る
の
に
比
べ
て
、

地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
お
も
に
第
一
診
療
（
一
つ
の
分
野
に
限
定
さ

れ
な
い
総
合
的
な
医
療
）
を
適
切
に
提
供
で
き
る
医
師
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
地
域
は
医
療
資
源
が
限
ら
れ
、
専
門
分
野
を
超
え
た
ニ
ー

ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
役
割

を
担
う
総
合
診
療
医
の
育
成
に
と
っ
て
離
島
な
ど
過
疎
地
で
の
研
修

は
、
極
め
て
重
要
な
経
験
と
な
る
。
先
述
の
山
口
県
の
事
例
で
も
、

医
療
人
材
が
乏
し
い
地
域
で
の
研
修
が
適
切
か
つ
安
全
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
、
指
導
医
の
定
期
訪
問
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
離
島
を
活
用
し
た
人
材
育
成
が
、
医

師
確
保
に
も
役
立
つ
優
れ
た
試
み
と
な
っ
て
い
る
。

●
診
療
看
護
師
や
特
定
ケ
ア
看
護
師
の
育
成

　

現
在
、
地
域
医
療
振
興
協
会
で
は
教
育
機
関
病
院
（
註
５
）
を
拠

点
と
し
、
診
療
看
護
師
お
よ
び
特
定
行
為
に
関
わ
る
看
護
師
（
特
定

ケ
ア
看
護
師
）
の
育
成
を
行
な
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
の
事
例
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
医
師
が
常
駐
し
な
い
小
規
模
離
島
で
は
常
駐
す
る

看
護
師
に
か
か
る
負
担
は
大
き
く
、
時
に
患
者
の
病
状
か
ら
転
送
の

要
否
を
判
断
す
る
「
臨
床
推
論
（
註
６
）」
の
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。

島
の
よ
う
な
医
療
資
源
が
限
ら
れ
た
環
境
下
で
の
業
務
を
安
全
に
遂

行
す
る
た
め
、
あ
る
程
度
医
療
行
為
の
判
断
が
で
き
る
診
療
看
護
師

や
特
定
ケ
ア
看
護
師
の
育
成
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

現
在
で
は
、
条
件
が
整
え
ば
看
護
師
が
死
亡
確
認
を
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
研
修
を
進
め
、
適
切
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な

が
ら
看
護
師
が
一
部
の
診
療
業
務
を
担
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

島
の
住
民
に
よ
り
安
心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
可

特集　島から考える日本・Ⅵ



26

公益社団法人地域医療振興協会副理事長、
地域医療研究所長。昭和30年1月5日生ま
れ。自治医科大学卒業。約20年にわたり岐
阜県揖斐地域の地域医療に携わる。現在、
台東区立台東病院管理者、岐阜大学地域医
療医学センター特任教授、総合診療専門医
に関する委員会委員などを務める。

山田隆司（やまだ たかし）

能
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

●
離
島
医
療
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

島
の
医
療
人
材
確
保
を
離
島
関
係
市
町
村
の
行
政
だ
け
に
課
す
の

で
は
、
給
与
や
勤
務
条
件
な
ど
過
大
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
た

と
し
て
も
改
善
は
容
易
で
は
な
い
。
東
京
都
や
沖
縄
県
の
事
例
の
よ

う
に
、
広
域
の
行
政
組
織
が
主
体
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
各
基
礎
自

治
体
に
委
ね
る
だ
け
で
は
な
い
、
よ
り
大
き
な
枠
組
み
で
の
離
島
医

療
体
制
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
離
島
市
町
村
も
、
都
道
府
県
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
な

く
、
離
島
間
の
交
流
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
を
共
有
す
る

な
ど
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
長
崎
県
離
島
医
療
組

合
で
の
医
師
確
保
の
取
り
組
み
（
も
く
せ
い
会
）
や
、
先
述
の
鳥
羽
市

の
事
例
は
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●

　

そ
も
そ
も
へ
き
地
・
離
島
医
療
の
問
題
を
、
へ
き
地
・
離
島
だ
け

で
解
決
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
を
抱
え
る
す
べ

て
の
都
道
府
県
、
い
わ
ば
全
国
の
問
題
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
総

合
診
療
や
特
定
医
行
為
に
関
す
る
看
護
師
研
修
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

専
門
性
に
過
度
に
シ
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註1：自治医科大学義務年限。自治医科大
学卒業医師は、入学から卒業まで奨学金
を支給され、卒業後9年間は義務年限と
して知事が指定する医療機関で研修、勤
務することが義務づけられている。

註2：ゆいまーるプロジェクト。県内の離
島における安定した医師の供給体制を確
保するため、ドクターバンク事業とへき
地支援医療機構の運営を行なっている。
全国から沖縄の離島医療に関心を持つ医
師を集め、県内のへき地医療機関で働い
てもらうためのネットワークづくりが活
動の柱。

註3：詳細は、本誌265号「へき地離島医療
5.0へ、遠隔診療・グループ診療の実践と
課題」（p.22 ～）参照。

註4：各診療領域における十分な知識・経
験を持ち、患者から信頼される医療を提
供できる医師の育成に向け、第三者機関

「日本専門医機構」が認定を行なってい
る制度。初期研修2年+後期研修3 ～ 4
年で基本領域専門医を学び、その後、2段
階目の専門医資格（サブスペシャリティ
領域）へと進む。国の臨床研修制度とは
異なり、法制化されたものではない。
2018年度、19番目の基本領域として新た
に総合診療が認められ、予防医療（保健）
から急性期、回復期から慢性期～終末期
までの診断・治療、単一疾患から心理社
会的問題までの複合的な問題を全人的に
捉える視点、地域によって異なる医療ニ
ーズに的確に対応できる視点など、幅広
い視野で状況を俯瞰的に捉え患者と地域
を診ることができる医師の育成が実践さ
れている。

註5：医師免許取得後の研修医が医師とし
て臨床経験を積み診療技量を磨いたり、
医師や看護師など将来的に医療に従事す
ることを志す学生が実習として現場を体
験するなど、診療を行なうと同時に医学
に関する教育機関としての役割を併せ持
つ病院。

註6：患者の語る症候から考え得るすべて
の病気（鑑別診断）をあげ、疾患を特定
していく思考プロセス。


